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用途 階数 延床面積＝Ｓ（㎡） 防火規制 適合商品

準防火構造

１・２階

Ｓ≦１０００

防火構造

４５分準耐火構造

モエン全商品が使用できます

モエン全商品が使用できます

■法２２条区域（▼）

１・２階

準防火構造

防火構造

耐火構造（▼）

モエン全商品が使用できます

１０００＜Ｓ≦３０００

１０００＜Ｓ≦３０００

３０００＜Ｓ

３階

モエン全商品が使用できます

モエン全商品が使用できます

モエン全商品が使用できます

ＣＯＯＬ、モエンエクセラード※

耐火構造（▼）４階以上

Ｓ≦１０００

Ｓ≦１０００

１０００＜Ｓ≦３０００

３０００＜Ｓ

耐火構造（▼）４階以上

３階

Ｓ≦３０００

３０００＜Ｓ 耐火構造（▼）

３０００＜Ｓ 耐火構造（▼）

１時間準耐火構造

１階：２００≦Ｓ≦３０００

２階：３００≦Ｓ≦３０００
モエン全商品が使用できます

ＣＯＯＬ、モエンエクセラード

　３）建築地域（防火・準防火・法２２条区域）とモエンの選定

７　参考資料（関連法規）

ＣＯＯＬ、モエンエクセラード※

ＣＯＯＬ、モエンエクセラード※

ＣＯＯＬ、モエンエクセラード※

ＣＯＯＬ、モエンエクセラード※

▼ 2018年法改正により、特定準耐火構造が規定され耐火構造と同等以上での設計が可能となっています。
▼ 最新の法令をご確認のうえ、実際の要求性能については建築主事や確認審査機関にご確認ください。

防火構造

準防火構造

耐火構造（▼） ＣＯＯＬ、モエンエクセラード※

準不燃材料ＱＭ-０６３９の商品に限る
（準耐火１時間対応の商品）

参考

　 ●法２２条区域とは、防火地域および準防火地域以外の地域について特定行政庁が指定する区域で、都市計画区域内ではほとんどが

　　　対象とされています。

　 ●建築基準法および関連法令の性能規定化により、木造建築物や木造下地でも、一定の性能を満たすことが確認できれば、耐火構造と

　　　することが可能です。

　 ●モエンの選定にあたっての判断基準は、防火規制と耐風圧力などの構造耐力が主な重要項目です。

　 ※センチュリー・モエン外壁耐火構造、プラスタ－・モエン外壁耐火構造、ダイケン-ニチハ耐火ウォールCなどの大臣認定の詳細は、

　　　別冊の専用カタログ「Ｃｏｍｍｅｒｃｉａｌ Ｗａｌｌ」をご参照ください。

　 ●センチュリー･モエン外壁耐火構造

　　　鉄骨造にC形鋼胴縁を使用し、センチュリー耐火野地板・断熱材・強化石こうボードなどと組み合わせた複合構造で、COOL、モエン

　　　エクセラードの通気金具工法となります。

　 ●プラスター・モエン外壁耐火構造

　　　鉄骨造にC形鋼胴縁を使用し、強化石こうボード防水防カビタイプ・断熱材などと組み合わせた複合構造でCOOL、モエンエクセラードの

　　　通気金具工法・横張りとなります。

　 ●ダイケン-ニチハ耐火ウォールC

　　　鉄骨造にC形鋼胴縁を使用し、SD耐火パネル（大建工業株式会社製）・強化石こうボード・断熱材などと組み合わせた複合構造で、モエ

　　　ンエクセラード（１０尺品）の通気金具工法・横張りとなります。


